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1 研究背景と目的

近年，MIDIや通信カラオケなど，デジタル情報とし
て蓄積される音楽情報が急増している．それに伴い，音
楽データベースから効率良く検索を行うことができる
システムの要求が高まっている．曲のタイトルやアー
テイスト名での楽曲検索が主流である中，この方法で
はユーザーの既知曲しか検索することができない．
　本研究では，新たな音楽との出逢いを提供すべく，
ユーザーの求めている音楽を「春 (の)優しさ」や「秋
(の)夜」などのイメージ語の組み合わせから，楽曲の
特徴や雰囲気を推測し，推薦する手法を提案する．

2 提案手法による処理のながれ

本研究のアプローチを図 1に示す．検索の際に用い
られるイメージ語から連想される感性の言葉を連想概
念辞書により抽出し，抽出された感性語に対して，SD
法による感性評価実験を行う．次に，楽曲の試聴実験
を行い，楽曲から受ける印象の感性評価を行う．
　全ての楽曲に対して感性評価アンケートを行うのは
効率的ではないなため，ニューラルネットワーク (NN)
による自動インデクシング部を導入することで未評価
楽曲の感性評価値を自動的に算出できるようにする．本
研究で対象とする楽曲は NNの入力信号となる音楽特
徴量抽出の簡単を図るため，全てMIDI形式のものを
用いた．MIDIシーケンサOTAMA[1]により楽曲の特
徴量を抽出し，楽曲の特徴量と感性評価の対応付けを
NN学習によって行う．これによって，新規楽曲に対す
る感性評価値が自動的に得られるようになる．
　最後に，ユーザーの入力したイメージ語と，楽曲の
感性評価値の距離計算を行い，距離の近いものから順
にユーザーに提示する．
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図 1: システム概要

3 SD法による感性評価実験
イメージ語と学習用楽曲の感性評価値を被験者実験

により求める．被験者実験には，お茶の水女子大学学
部生・大学院生 10名に参加してもらった．

3.1 イメージ語に対する感性評価
ユーザーが曲を検索する際に使用すると予想される

イメージ語を 5つのカテゴリーから 10語ずつ，計 50
語選定し，それらイメージ語から連想される感性の言
葉を連想概念辞書 [2]をもとに抽出する．

図 2: イメージ語

連想概念辞書は小学生の学習基本語彙中の名詞を刺
激語とし，刺激語と「上位概念」「下位概念」「部分・材
料概念」「属性概念」「類義概念」「動作概念」「環境概
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念」の 7つの課題に関して連想語を抽出したものであ
る．刺激語数は 1,656語,連想語数は 127,874語登録さ
れている．本研究では刺激語の「属性概念」に着目し，
イメージ語から連想される感性の言葉を抽出した．
　結果として，50語のイメージ語より，暖かい・冷た
い・激しい・切ないなど，22語の感性語が抽出された．
次に，抽出された感性語に対して感性評価実験を行う．
イメージ語ではなく，感性語の感性評価を行うことで，
新規イメージ語が追加されたとき，効率的に感性評価
値を求めることができる．評価方法には SD法を用い
る．SD 法とは，ある事柄に対して個人が抱く印象を
相反する形容詞対を用いることによって測定する方法
である．評価の尺度として，音楽と関連のある形容詞
対７対を用い [3]，感性語の印象を数値化できるように
した．

図 3: 「暖かい」に対する感性評価

被験者 10名の評価結果の平均を取り，感性語の感性
評価値とする．算出された感性評価値を以下に示す．

表 1: 感性語の感性評価結果

3.2 楽曲に対する感性評価
次に，楽曲の印象を数値化するため，楽曲に対する

感性評価を行う．試聴実験には RWC音楽情報処理研
究用音楽データベース [4] を使用した．全ての楽曲に
は標準MIDIファイル (SMF)と歌詞ファイルが用意さ
れている．ポップ・ロック・ダンスの 3つのジャンル
より各 7曲ずつ，計 21曲に対して試聴実験を行い，感
性評価値を求める．評価方法はイメージ語の評価と同
様，SD 法で音楽と関連のある形容詞対 7 対に対して
行った．

表 2: 楽曲の感性評価結果

4 自動インデクシングシステム
音楽データベースに登録する全ての楽曲の感性評価

値を評価実験により求めることは効率的ではない．そ
こで，NNを用いることで新規楽曲 (未学習曲)の感性
評価値を自動的に算出できるようにする．本研究では，
NNとして，3層バックプロパゲーション (BP)を採用
する．
　 BPネットワークに対する入力として，事前にMIDI
ファイルから音楽特徴量を抽出しておく．現在OTAMA
で抽出可能な音楽特徴量はテンポ・キー・拍子・使用楽
器などである．教師信号としては，これらの抽出した
特徴量と，3.2で得た試聴実験の感性評価結果とをセッ
トとして，21組の学習用データを作成する．新規楽曲
の音楽特徴量を学習後の NNに入力すると，その楽曲
の感性評価値が自動的に求められるようになる．

5 まとめ
本研究では被験者実験を行い，イメージ語から連想

される感性語と楽曲の感性評価値を求めた．また，楽
曲の音楽特徴量抽出を行い，特徴量と感性評価値の相
関関係について考察した．
　今後の課題として，楽曲から抽出できる音楽特徴量
を増やし，提案する手法の評価実験を行なう．
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